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McClelland & Rumelhart (1981)と Rumelhart & McClelland (1982)による Interactive
Activation model, Coltheart, Curtis, Atkins, & Haller (1993), Coltheart & Rastle (1994), お
よび Coltheart, Rastle, Perry, Langdon, & Ziegler (2001)による Dual Route Cascaded
model, Seidenberg & McClelland(1989)と Plaut, McClelland, Seidenberg, & Patterson
(1996)による Triangle model などがある。1990 年代は Coltheart et al.(1993)の記号処理
的な二重経路モデル(Dual Route Cascaded model)とニューラルネットワークによって表
現された Plaut et al. (1996)によるトライアングルモデル(Triangle model)との間の論争の
時期だったといって良い。なおトライアングルモデルという名称は Patterson et al.
(1996)などによる。上記の文献に加えて、Plaut, McClelland, & Seidenberg (1995),
Seidenberg, Plaut, Petersen, McClelland, & McRae(1994), Plaut(1997)などを読めば、この
















































































velopmental dyslexia)と呼ばれる症状を示す人が人口の 20% にまで達すると言われてい




われる。一方 Paulesu et al. (2001)によれば、例外語がほとんど存在しないイタリア語は
浅層書記素言語と呼ばれる。











































































トネットワークモデル(Mixtures of experts model; Jacobs, Jordan, Nowlan, & Hinton,1991;













クである。書記素ネットワークは入力ベクトル ＝ に対して出力ベクトル  を出力す
る。一方、意味ネットワークは入力ベクトル ＝m()に対して出力ベクトル  を出力す
る。ここで、m()は、書記素入力を意味への入力ベクトルへ変換する任意の関数とする。




下位ネットワークとは、入力ベクトル  を出力ベクトル  へと変換するためのリンク










































ここで ν は結合係数ベクトルであり、右肩の添字 T はベクトルの転置を表している。ゲ
ーティングネットワークの出力は、ゲーティングネットワーク関数の出力 ξ  を用いた次
のソフトマックス関数として定義される。
⑵
 は正であり、すべての  について合計すると必ず1になる。すなわちソフトマックス
関数は入力空間をその値によってどのように分割するかを示す指標である。式⑵において





















⑷であり(ν－ν) を引数とするシグモイド関数となる。+＝ 1 となることは自明であ
り、2番目のゲーティングネットワークの出力  は 1 － に等しい。この関数はベクト








なる。式⑷中の ν－ν の絶対値が小さければ ν－ν のまわりのベクトルで定義されるシ
グモイド関数はなだらかになり、ソフトな空間の分割、すなわち 2 つの下位ネットワーク
の出力はある割合で混合されて、最終的な解を出力することになる。この ν－ν の絶対
















⑺ここで θ  は分布の密度関数を定めるパラメータベクトルである。
⑻






で分散パラメータ σ は μ を中心とする超円の大きさ(半径)を定めるものと解釈すること





を満たす関数であるから、δ()は1点 ＝ 0 を除いていたるところ 0 である。＝ 0 では
無限大の値をとり ＝ 0 を含む区間上の積分が1となる。ディラックのデルタ関数の定義
は複数存在するが、その中の一つとして正規分布の分散 σ を 0 に近づけたときの極限
としても定義できる並木(1982)。ここで N は正規分布の確率密度関数である。
学習アルゴリズム



















となる。ここで ρ は学習係数である。σ の学習も同様にして、l を σ で微分した値を用い





































































た。数式上の添字は一貫して i={1, 2} とした。特に⒁式以降、i が2までしか無いことを
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